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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体の画像データを取得する撮像手段と、
　前記被写体に向けて撮影補助光を照射するとともに、当該撮影補助光の分光特性が制御
可能な発光手段における撮影補助光の発光動作を制御する発光制御手段と、
　前記被写体の種別を特定する第１の特定手段と、
　この第１の特定手段により特定された種別の被写体における経時変化の状態を特定する
第２の特定手段と、
　前記発光制御手段の制御に応じた発光動作により前記発光手段から被写体に向けて照射
される撮影補助光の分光特性を、前記第２の特定手段により特定された特定の種別の被写
体における経時変化の状態に応じて制御する特性制御手段と
　を備え、
　前記特性制御手段は、前記経時変化の状態に応じて変化させる前記撮影補助光の分光特
性を、前記被写体の種別に応じて変化させる
　ことを特徴とするカメラ装置。
【請求項２】
　被写体の画像データを取得する撮像手段と、
　前記被写体に向けて撮影補助光を照射するとともに、当該撮影補助光の分光特性が制御
可能な発光手段における撮影補助光の発光動作を制御する発光制御手段と、
　前記被写体の種別を特定する第１の特定手段と、
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　この第１の特定手段により特定された種別の被写体における経時変化の状態を特定する
第２の特定手段と、
　前記発光制御手段の制御に応じた発光動作により前記発光手段から被写体に向けて照射
される撮影補助光の分光特性を、前記第２の特定手段により特定された特定の種別の被写
体における経時変化の状態に応じて制御する特性制御手段と
　を備え、
　前記第１の特定手段により特定された被写体の種別が物品である場合に前記第２の特定
手段により特定される被写体における経時変化の状態は外観品質である
　ことを特徴とするカメラ装置。
【請求項３】
　前記撮像手段により取得された画像データに基づき、前記第１の特定手段により特定さ
れた特定の被写体における経時変化の状態を判定する状態判定手段を備え、
　前記第２の特定手段は、前記状態判定手段により判定された状態を、前記第１の特定手
段により特定された特定の被写体における経時変化の状態として特定する
　ことを特徴とする請求項１又は２記載のカメラ装置。
【請求項４】
　前記状態判定手段は、被写体における経時変化の状態を複数の類型に区分けして判定す
ることを特徴とする請求項３記載のカメラ装置。
【請求項５】
　前記状態判定手段は、前記撮像手段により取得された画像データに基づき被写体の分光
反射率特性を取得する取得手段を含み、この取得手段により取得した分光反射率特性と前
記第１の特定手段により特定された被写体の種別とに基づいて、被写体における経時変化
の状態を判定することを特徴とする請求項３又は４記載のカメラ装置。
【請求項６】
　前記状態判定手段により判定可能な複数の被写体の種別にそれぞれ対応する、基準とな
る分光反射率特性を記憶する記憶手段を備え、
　前記状態判定手段は、前記取得手段により取得した分光反射率特性と、前記記憶手段に
記憶されている前記第１の特定手段により特定された被写体の種別に対応する基準となる
分光反射率特性との比較に基づき前記経時変化の状態を判定する
　ことを特徴とする請求項５記載のカメラ装置。
【請求項７】
　前記第１の特定手段により特定された被写体の種別が人物である場合に前記第２の特定
手段により特定される被写体における経時変化の状態は年代であることを特徴とする請求
項１乃至６いずれか記載のカメラ装置。
【請求項８】
　前記撮像手段により取得された画像データに基づき、前記被写体の種別を判定する種別
判定手段を備え、
　前記第１の特定手段は、前記種別判定手段により判定された種別を前記被写体の種別と
して特定する
　ことを特徴とする請求項１乃至７いずれか記載のカメラ装置。
【請求項９】
　被写体に向けて照射する撮影補助光の分光特性を制御する方法であって、
　前記被写体の種別を特定する工程と、
　特定した種別の被写体における経時変化の状態を特定する工程と、
　前記撮影補助光の分光特性を、特定した経時変化の状態に応じて制御する工程と、
　を含み、
　前記分光特性を制御する工程は、前記経時変化の状態に応じて変化させる前記撮影補助
光の分光特性を、前記被写体の種別に応じて変化させる
　ことを特徴とする撮影補助光制御方法。
【請求項１０】



(3) JP 5088189 B2 2012.12.5

10

20

30

40

50

　コンピュータを、
　被写体の種別を特定する手段、
　特定した種別の被写体における経時変化の状態を特定する手段、
　前記被写体に向けて発光手段が照射する撮影補助光の分光特性を、特定した経時変化の
状態に応じて制御する手段、
　として機能させ、
　前記分光特性を制御する手段は、前記経時変化の状態に応じて変化させる前記撮影補助
光の分光特性を、前記被写体の種別に応じて変化させる
　撮影補助光制御プログラム。
【請求項１１】
　被写体に向けて照射する撮影補助光の分光特性を制御する方法であって、
　前記被写体の種別を特定する工程と、
　特定した種別の被写体における経時変化の状態を特定する工程と、
　前記撮影補助光の分光特性を、特定した経時変化の状態に応じて制御する工程と、
　を含み、
　前記特定された被写体の種別が物品である場合に前記特定される被写体における経時変
化の状態は外観品質である
　ことを特徴とする撮影補助光制御方法。
【請求項１２】
　コンピュータを、
　被写体の種別を特定する手段、
　特定した種別の被写体における経時変化の状態を特定する手段、
　前記被写体に向けて発光手段が照射する撮影補助光の分光特性を、特定した経時変化の
状態に応じて制御する手段、
　として機能させ、
　前記特定された被写体の種別が物品である場合に前記特定される被写体における経時変
化の状態は外観品質である
　撮影補助光制御プログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば発光素子として複数色の発光ダイオードを含むストロボ装置が内蔵さ
れたカメラ装置、及び撮影補助光制御方法、撮影補助光制御プログラムに関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、下記の特許文献１には、複数色のＬＥＤ（発光ダイオード）を備えるとともに、
撮影者に手動操作により被写体種別を選択させ、選択された被写体種別に応じてＬＥＤの
発光パターンを変化させることによって異なる色温度のストロボ光を得るようにしたスト
ロボ装置が開示されている。このストロボ装置によれば、簡単に美しい写真が撮影できる
。
【特許文献１】特開２００３－２１５６７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ここで、近年、例えばインターネット上のブログやホームページ等の管理者がその日に
食べた食品を撮影して撮影画像を自身のブログ等に掲載する機会が増えている。また、例
えば、インターネットオークションに出品するために、出品者自身が所有する商品を撮影
してインターネットオークションのホームページに掲載する機会も増えている。そのため
、食品を美味しく見えるように撮影したり、商品が新しく見えるように撮影できることが
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望まれている。ところが、食品や商品等は時間とともに品質が劣化していくため、その外
観も時間とともに不可避的に変化していく。
【０００４】
　しかしながら、特許文献１のストロボ装置では同じ種別の被写体に対しては、常に同じ
色温度のストロボ光を照射することとなる。そのため、例えば食品を撮影する場合には、
被写体の撮影時の品質によっては美味しく見えるように撮影することができない場合があ
るという問題があった。
【０００５】
　本発明は、かかる従来の課題に鑑みてなされたものであり、被写体の質によらず、被写
体の見栄えの良い画像を取得することができるカメラ装置、及び撮影補助光制御方法、撮
影補助光制御プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するため請求項１記載の発明に係るカメラ装置にあっては、被写体の画
像データを取得する撮像手段と、前記被写体に向けて撮影補助光を照射するとともに、当
該撮影補助光の分光特性が制御可能な発光手段における撮影補助光の発光動作を制御する
発光制御手段と、前記被写体の種別を特定する第１の特定手段と、この第１の特定手段に
より特定された種別の被写体における経時変化の状態を特定する第２の特定手段と、前記
発光制御手段の制御に応じた発光動作により前記発光手段から被写体に向けて照射される
撮影補助光の分光特性を、前記第２の特定手段により特定された特定の種別の被写体にお
ける経時変化の状態に応じて制御する特性制御手段とを備え、前記特性制御手段は、前記
経時変化の状態に応じて変化させる前記撮影補助光の分光特性を、前記被写体の種別に応
じて変化させることを特徴とする。
　前記課題を解決するため請求項２記載の発明に係るカメラ装置にあっては、被写体の画
像データを取得する撮像手段と、前記被写体に向けて撮影補助光を照射するとともに、当
該撮影補助光の分光特性が制御可能な発光手段における撮影補助光の発光動作を制御する
発光制御手段と、前記被写体の種別を特定する第１の特定手段と、この第１の特定手段に
より特定された種別の被写体における経時変化の状態を特定する第２の特定手段と、前記
発光制御手段の制御に応じた発光動作により前記発光手段から被写体に向けて照射される
撮影補助光の分光特性を、前記第２の特定手段により特定された特定の種別の被写体にお
ける経時変化の状態に応じて制御する特性制御手段とを備え、前記第１の特定手段により
特定された被写体の種別が物品である場合に前記第２の特定手段により特定される被写体
における経時変化の状態は外観品質であることを特徴とするカメラ装置。
【０００７】
　また、請求項３記載の発明に係るカメラ装置にあっては、前記撮像手段により取得され
た画像データに基づき、前記第１の特定手段により特定された特定の被写体における経時
変化の状態を判定する状態判定手段を備え、前記第２の特定手段は、前記状態判定手段に
より判定された状態を、前記第１の特定手段により特定された特定の被写体における経時
変化の状態として特定することを特徴とする。
【０００８】
　また、請求項４記載の発明に係るカメラ装置にあっては、前記状態判定手段は、被写体
における経時変化の状態を複数の類型に区分けして判定することを特徴とする。
【０００９】
　また、請求項５記載の発明に係るカメラ装置にあっては、前記状態判定手段は、前記撮
像手段により取得された画像データに基づき被写体の分光反射率特性を取得する取得手段
を含み、この取得手段により取得した分光反射率特性と前記第１の特定手段により特定さ
れた被写体の種別とに基づいて、被写体における経時変化の状態を判定することを特徴と
する。
【００１０】
　また、請求項６記載の発明に係るカメラ装置にあっては、前記状態判定手段により判定
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可能な複数の被写体の種別にそれぞれ対応する、基準となる分光反射率特性を記憶する記
憶手段を備え、前記状態判定手段は、前記取得手段により取得した分光反射率特性と、前
記記憶手段に記憶されている前記第１の特定手段により特定された被写体の種別に対応す
る基準となる分光反射率特性との比較に基づき前記経時変化の状態を判定することを特徴
とする。
【００１１】
　また、請求項６記載の発明に係るカメラ装置にあっては、前記第１の特定手段により特
定された被写体の種別が物品である場合に前記第２の特定手段により特定される被写体に
おける経時変化の状態は外観品質であることを特徴とする。
【００１２】
　また、請求項７記載の発明に係るカメラ装置にあっては、前記第１の特定手段により特
定された被写体の種別が人物である場合に前記第２の特定手段により特定される被写体に
おける経時変化の状態は年代であることを特徴とする。
【００１３】
　また、請求項８記載の発明に係るカメラ装置にあっては、前記撮像手段により取得され
た画像データに基づき、前記被写体の種別を判定する種別判定手段を備え、前記第１の特
定手段は、前記種別判定手段により判定された種別を前記被写体の種別として特定するこ
とを特徴とする。
【００１４】
　また、請求項９記載の発明に係る撮影補助光制御方法にあっては、被写体に向けて照射
する撮影補助光の分光特性を制御する方法であって、前記被写体の種別を特定する工程と
、特定した種別の被写体における経時変化の状態を特定する工程と、前記撮影補助光の分
光特性を、特定した経時変化の状態に応じて制御する工程と、を含み、前記分光特性を制
御する工程は、前記経時変化の状態に応じて変化させる前記撮影補助光の分光特性を、前
記被写体の種別に応じて変化させることを特徴とする。
【００１５】
　また、請求項１０記載の発明に係る撮影補助光制御プログラムにあっては、コンピュー
タを、被写体の種別を特定する手段、特定した種別の被写体における経時変化の状態を特
定する手段、前記被写体に向けて発光手段が照射する撮影補助光の分光特性を、特定した
経時変化の状態に応じて制御する手段、として機能させ、前記分光特性を制御する手段は
、前記経時変化の状態に応じて変化させる前記撮影補助光の分光特性を、前記被写体の種
別に応じて変化させる。
　また、請求項１１記載の発明に係る撮影補助光制御方法にあっては、被写体に向けて照
射する撮影補助光の分光特性を制御する方法であって、前記被写体の種別を特定する工程
と、特定した種別の被写体における経時変化の状態を特定する工程と、前記撮影補助光の
分光特性を、特定した経時変化の状態に応じて制御する工程と、を含み、前記特定された
被写体の種別が物品である場合に前記特定される被写体における経時変化の状態は外観品
質であることを特徴とする。
　また、請求項１２記載の発明に係る撮影補助光制御プログラムにあっては、コンピュー
タを、被写体の種別を特定する手段、特定した種別の被写体における経時変化の状態を特
定する手段、前記被写体に向けて発光手段が照射する撮影補助光の分光特性を、特定した
経時変化の状態に応じて制御する手段、として機能させ、前記特定された被写体の種別が
物品である場合に前記特定される被写体における経時変化の状態は外観品質である。
【発明の効果】
【００１６】
　以上のように本発明によれば、被写体の質等によらず、被写体の見栄えの良い画像を取
得することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の一実施の形態を図にしたがって説明する。図１は、本実施の形態に係る
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デジタルカメラ１の外観を示した図であって、（ａ）は平面図、（ｂ）は正面図である。
【００１８】
　図示したようにデジタルカメラ１の本体２の正面には撮像レンズ３、光学ファインダー
４が設けられており、光学ファインダー４の両側には本発明の発光手段である左右１組の
ＬＥＤストロボ５，５が設けられている。また、本体２の上面には、電源ＯＮ／ＯＦＦキ
ー６、シャッターキー７、ズームレバー８、撮影モードダイヤル９等が設けられている。
【００１９】
　図２は、前記デジタルカメラ１の回路構成を示すブロック図である。図に示すように、
前記シャッターキー７は、半押し時点と全押し時点とにおいてオンとなる２段スイッチ２
７に連係され、前記ズームレバー８はこれを操作している間のみオンとなる常開スイッチ
２８の上部に配置されている。その他の入力操作部２９は、シャッターキー７とズームレ
バー８以外の図１（ａ）、同図（ｂ）に示した各種キーに対応するスイッチ群で構成され
、このスイッチ群および前記各スイッチのオン・オフ情報は、入力回路３０を介して、制
御回路３１に入力される。
【００２０】
　制御回路３１は、ＣＰＵおよびその周辺回路と、後述するフローチャートによって示さ
れる本発明に係る撮影補助光制御プログラムや、デジタルカメラとしての各種の機能を実
現するのに必要なプログラム等が格納されているＲＯＭ、ＣＰＵの作業用メモリであるＲ
ＡＭ等から構成されるマイクロコンピュータであり、デジタルカメラ１の各部を制御する
。なお、上記ＲＯＭが本発明の記憶手段であるとともに、上記撮影補助光制御プログラム
に従い動作することにより制御回路３１は本発明の発光制御手段、第１の設定手段、第２
の設定手段、特性制御手段、状態判定手段、取得手段、種別判定手段として機能する。
【００２１】
　一方、制御回路３１には、表示メモリ３２、表示駆動ブロック３３、画像バッファメモ
リ３４、画像信号処理部３５、圧縮符号化／伸長復号化部３６、静止画／動画画像メモリ
３７、外部メモリインタフェース３８、外部Ｉ／Ｏインターフェース３９、および電源制
御ブロック４０が接続されている。表示メモリ３２には、デジタルカメラ１の本体２の背
面に設けられているＬＣＤパネルからなる電子ファインダー２６に表示される各種表示デ
ータが一時的に記憶される。表示駆動ブロック３３は電子ファインダー２６を駆動し、画
像バッファメモリ３４は、画像データの各種処理に際して各段階の画像データを一時的に
格納する。
【００２２】
　画像信号処理部３５は、後述する撮像素子６３から制御回路３１が取り込んだ画像信号
に対する各種処理を実行するＤＳＰからなる。圧縮符号化／伸長復号化部３６は、この画
像信号処理部で処理された画像データを記録時には伸長処理し、記録した画像データを再
生する際には伸長復号化する。静止画／動画画像メモリ３７は、シャッターキー７の操作
により撮像された画像データ（静止画データ、動画データ）を記録保存する。外部メモリ
インタフェース３８は、着脱自在な外部メモリ４１に接続されている。なお、外部メモリ
４１が装着されているとき、圧縮後の画像データは静止画／動画画像メモリ３７に記録保
存する。
【００２３】
　外部Ｉ／Ｏインターフェース３９は、ＬＡＮ通信ＩＦ４２を介してＬＡＮコネクタ４３
に接続され、ＵＳＢ通信ＩＦ４４を介してＵＳＢコネクタ４５に接続されているとともに
、コネクタ４６に接続されている。電源制御ブロック４０には、電池４７と充電制御ブロ
ック４８とが接続されており、これら電池４７と充電制御ブロック４８からの電力は電源
制御ブロック４０および制御回路３１を介して各部に供給される。電池４７は、ＤＣ入力
コネクタ７０を介して充電制御ブロック４８に接続される図示しないＡＣアダプタから供
給される電力により充電可能となっている。
【００２４】
　さらに、制御回路３１には、表示駆動ブロック４９、焦点制御ブロック５０、ズーム制
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御ブロック５１、絞り制御ブロック５２、シャッター制御ブロック５３、Ａ／Ｄ回路５４
、タイミング制御＆ドライバ５５、色温度検出ブロック５６、測光部５７、測距部５８、
およびストロボ制御ブロック５９が接続されている。
【００２５】
　表示駆動ブロック４９は、前記光学ファインダー４から視認可能な位置に配置され透光
性を有する液晶表示パネルからなる情報表示部６０を駆動する。なお、情報表示部６０に
は、必要に応じて種々の情報（シャッター速度や絞り値等）が表示される。焦点制御ブロ
ック５０は、被写体像を合焦させるべく撮像レンズ３のフォーカス機構を駆動するレンズ
駆動ブロック６１を制御し、ズーム制御ブロック５１は、ズームレバー８の操作に応じて
被写体像を拡大又は縮小すべく撮像レンズ３のズーム機構を駆動するレンズ駆動ブロック
６２を制御する。
【００２６】
　絞り制御ブロック５２は、撮像レンズ３と、ＣＣＤからなる撮像素子６３との間に配置
された絞り６４を制御し、シャッター制御ブロック５３は、絞り６４と撮像素子６３との
間に配置されたシャッター６５を制御する。Ａ／Ｄ回路５４は、ＣＤＳ／ＡＧＣ６６を介
して撮像素子６３より入力されるアナログ画像信号をデジタル信号に変換する。タイミン
グ制御＆ドライバ５５は、タイミング信号を発生して撮像素子６３とＣＤＳ／ＡＧＣ６６
とを駆動する。ＣＤＳ／ＡＧＣ６６は、撮像素子６３から出力された撮像信号のノイズを
除去するＣＤＳと、ＣＤＳから撮像信号を供給されるアナログアンプであるゲイン調整ア
ンプ（ＡＧＣ）とからなる。すなわちタイミング制御＆ドライバ５５と、撮像素子６３、
ＣＤＳ／ＡＧＣ６６、Ａ／Ｄ回路５４により本発明の撮像手段が構成される。
【００２７】
　色温度検出ブロック５６は、制御回路３１から送られた画像データに基づき色温度情報
を検出し、その検出結果を制御回路３１に入力する。測光部５７は、測光、測距センサ６
７からの測光信号を処理して制御回路３１に入力し、測距部５８は、測光、測距センサ６
７からの測距信号を処理して制御回路３１に入力する。ストロボ制御ブロック５９は、ス
トロボ駆動ブロック６８を制御し、電池４７から電源制御ブロック４０を介して供給され
る電力により前記ＬＥＤストロボ５，５を必要に応じて発光させる。
【００２８】
　ここで、ＬＥＤストロボ５，５は、図３（ａ）に示したように発光色が異なる８個のＬ
ＥＤ（発光ダイオード）５ａ～５ｈから構成されている。各ＬＥＤ５ａ～５ｈの発光色は
、Ｂ（青）、ＢＧ（青緑）、Ｇ（緑）、ＹＧ（黄緑）、Ｗ（白）、Ｙ（黄）、Ｏ（橙）、
Ｒ（赤）の８種類であり、白色ＬＥＤ５ｅを除く他のＬＥＤの光の波長は図３（ｂ）に示
した分光特性図の通りである。そして、ＬＥＤストロボ５，５は、ストロボ駆動ブロック
６８によって、各ＬＥＤ５ａ～５ｈを選択的に駆動されるとともに、その相対発光強度を
個別に制御されることにより種々の分光特性を有するストロボ光を発光する。分光特性と
は、発光色が異なる各ＬＥＤの光における各波長成分の相対発光強度の分布を示すもので
ある。
【００２９】
　例えば図４（ｃ）に示したように、ＢＧ（青緑）、Ｗ（白）、Ｒ（赤）のＬＥＤ５ｂ，
５ｅ，５ｈが選択的に駆動され、かつＷ（白）ＬＥＤ５ｅの相対発光強度が最大強度（「
１」）に設定され、かつＢＧ（青緑）Ｒ（赤）のＬＥＤ５ｂ，５ｈの相対発光強度が最大
強度の１／２（「０．５」）に制御されたときには、太陽光に近似する分光特性を有する
ストロボ光を発光する。なお、図４（ａ）は、Ｗ（白）ＬＥＤ５ｅのみが最大強度で駆動
された場合のストロボ光の分光特性であり、図４（ｂ）は、ＢＧ（青緑）Ｒ（赤）のＬＥ
Ｄ５ｂ，５ｈのみがそれぞれ最大強度の１／２で発光した場合のストロボ光の分光特性で
ある。
【００３０】
　また、前述した制御回路３１のＲＯＭには、後述するストロボ撮影時に使用されるとと
もに、複数の被写体種別にそれぞれ対応した以下の各種データが記憶されている。本実施
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形態において被写体種別は、図５、図７、図８に示したように「人物」、「鮮魚」、「野
菜」、「精肉」等であり、被写体種別は、さらに各々の被写体の経時変化の状態に応じた
３つの類型に細分化されている。すなわち「人物」については概略的な年齢で区分した「
赤ちゃん」、「子供及び若者」、「老人」であり、これ以外の「鮮魚」、「野菜」、「精
肉」については、各々の物品の外観品質により区分した「鮮度・新」、「鮮度・中」、「
鮮度・古」である。
【００３１】
　そして、制御回路３１のＲＯＭには、図５に示したように、上記の被写体種別を表す見
本画像（サムネイルデータ）１０１と、その内容が各々の被写体種別に対応して予め決め
られている撮影条件設定データ１０２が記憶されている。撮影条件設定データ１０２は、
ストロボ発光条件１０３と、ホワイトバランス１０４、ＩＳＯ感度１０５、測光方式１０
６、フォーカスモード１０７、ＡＦエリア１０８等の複数の設定パラメータから構成され
ており、ストロボ発光条件１０３については、他の撮影条件設定データ１０２とは異なり
、その内容が前述した類型に対応して予め決められている。
【００３２】
　ここで、ストロボ発光条件１０３の具体的な内容について説明する。ストロボ発光条件
１０３は、ＬＥＤストロボ５，５に特定の分光特性（分光放射特性）を有する撮影補助光
を発光させるための各ＬＥＤ５ａ～５ｈの相対発光強度（非点灯時の「０」を含む）の組
合せ（以下、発光パターンともいう）であって、上記特定の分光特性とは、撮影対象が、
対応する被写体種別及び類型に該当する特定の被写体である場合に、その被写体の分光反
射率特性をより理想的な状態に近づける（適正化する）ための相対発光強度の組合せであ
る。また、より理想的な状態の分光反射率特性とは、例えば被写体種別が「人物」の場合
には、対応する類型に応じた年齢層の健康な人物の平均的な肌の分光反射率特性であり、
また、被写体種別の「鮮魚」、「野菜」、「精肉」等の食材の場合には、各々の食材の鮮
度が良好な状態であるときの分光反射率特性である。なお、分光反射率特性とは、被写体
像における各波長成分の相対強度（分光反射率）の分布を示すものである。
【００３３】
　すなわち図６（ａ）は、一般的な精肉（図の例は豚肉の赤み部分）における鮮度が良好
な状態の分光反射率特性Ａと、保存日数の経過（この例では４日）に伴い鮮度が低下した
状態の分光反射率特性Ｂとを示した図であって、「精肉」の「鮮度・古」に対応したスト
ロボ発光条件１０３には、撮影時における被写体の分光反射率特性を鮮度が良好な状態の
分光反射率特性Ａに近づける、図６（ｂ）に示したような分光特性を有する撮影補助光が
得られる発光パターンが予め設定されている。
【００３４】
　また、制御回路３１のＲＯＭには、前述した各々の被写体種別に対応して、図７に示し
た複数の種別判定用データ１１０が記憶されている。種別判定用データ１１０は、撮影し
た画像に含まれる被写体の種別を判定する際に判定基準として使用されるデータであり、
対応する種別の被写体に関する、代表的な輪郭形状を示す輪郭図形データ１１１と、代表
的な色・柄・テクスチャ等の特徴を示す特徴データ１１２と、代表的な構造的特徴を示す
モデルデータ１１３から構成されている。
【００３５】
　さらに、制御回路３１のＲＯＭには、図８に示した複数の分光反射率特性データ１２０
が、前述したストロボ発光条件１０３（図５）と同様、各々の被写体種別における各々の
類型に対応して記憶されている。分光反射率特性データ１２０は、撮影対象の種別が前述
した被写体種別のいずれかである場合に、被写体が前述した類型のいずれに該当するのか
を判定する際に基準として使用されるデータであって、具体的には、各々の類型に該当す
る標準的な被写体の分光反射率特性を示すデータである。例えば、被写体種別「精肉」で
、その類型が「鮮度・新」に対応する分光反射率特性データである特性Ｊは、図６（ａ）
に示した分光反射率特性Ａとなる。また、被写体種別「精肉」で、その類型が「鮮度・中
」に対応する分光反射率特性データである特性Ｋは、図６（ａ）に示した分光反射率特性
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Ｂとなる。
【００３６】
　そして、以上の構成からなるデジタルカメラ１においては、撮影モードダイヤル９によ
り、予め用意されているとともに前記ＬＥＤストロボ５，５を強制的に発光させる所定の
ストロボ撮影モードが設定されると、前記制御回路３１は前記プログラムに基づき、図９
のフローチャートに従って処理を実行する。
【００３７】
　すなわち制御回路３１は、ストロボ撮影モードが設定されると直ちに撮像素子６３の駆
動を開始して、スルー画像の取得、及び取得したスルー画像の電子ファインダー２６での
表示を開始する（ステップＳ１）。次に、ユーザーにより設定されているデジタルカメラ
１における機能設定内容を確認し、被写体判別モードとして「自動」と「手動」とのいず
れのモードが選択されているのかを確認する（ステップＳ２）。なお、被写体判別モード
の内容はスルー画像の表示中においても所定のキー操作により適宜変更可能である。しか
る後、制御回路３１は被写体判別モードの設定内容に応じて、以下の処理を実行する。
【００３８】
　ここでは、まず、被写体判別モードとして手動モードが選択されている（又は選択され
た）場合の処理について説明する。手動モードにおいて制御回路３１は、ユーザーに所定
のキー操作を行わせることにより、これから撮影しようとする被写体の種別を選択する（
ステップＳ３）、さらに上記被写体が、選択した被写体種別におけるどの類型に区分けさ
れるかを選択する（ステップＳ４）。
【００３９】
　すなわちステップＳ３においては、電子ファインダー２６に、選択可能な被写体種別の
候補を示す選択画面であって、前述した見本画像のサムネイルデータ１０１等からなる第
１の選択画面（図示せず）を表示して該当する被写体種別を選択させ、いずれかの候補が
選択されたら、選択された被写体種別について選択可能な類型（図５参照）を示す第２の
選択画像（図示せず）をさらに表示して、上記第１及び第２の選択画面から所望とする被
写体の種別、及び類型を選択させる。これにより、被写体の種別、及びその被写体が該当
する類型を特定する。
【００４０】
　このときユーザーは、例えば撮影対象が赤ちゃんである場合には、被写体種別として「
人物」を選択し、さらにその類型として「赤ちゃん」を選択する。また、例えば撮影対象
が鮮度のやや低下した精肉である場合には、被写体種別として「精肉」を選択し、さらに
その類型として「鮮度・中」を選択することとなる。
【００４１】
　次に、制御回路３１は、先の選択結果に基づいて、選択された被写体種別及び類型に対
応するストロボ発光条件を前記ＲＯＭから読み出し、撮影時におけるストロボ発光条件と
して決定する（ステップＳ５）。さらに、シャッターキーが半押しされたことを検出した
ら（ステップＳ６でＹＥＳ）、選択された被写体種別及び類型に対応する他の撮影条件を
前記ＲＯＭから読み出し、その撮影条件に従ったＡＦ制御により被写体へのピント合わせ
を行うとともに、撮影条件に従ったＡＥ制御によって撮影時の絞り値やシャッタースピー
ドを決定する（ステップＳ７）。なお、シャッターキーが半押しされるまでは（ステップ
Ｓ６でＮＯ）、ユーザーによる被写体の種別や、その類型の変更を許容する。
【００４２】
　引き続き、シャッターキーが全押しされたことを検出したら（ステップＳ１４でＹＥＳ
）、その時点で、ステップＳ５で決定したストロボ発光条件、及び他の撮影条件に従った
ストロボ撮影処理を実行する（ステップＳ１５）。すなわち、例えばユーザーにより選択
されていた被写体種別が「人物」であり、かつ類型が「赤ちゃん」であったときには、被
写体に照射する撮影補助光の分光特性を赤ちゃんの撮影に適した分光特性（ストロボ発光
条件１０３における条件１）に制御した状態でのストロボ撮影を行い、またユーザーによ
り選択されていた被写体種別が「精肉」であり、かつ類型が「鮮度・中」であったときに
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は、被写体に照射する撮影補助光の分光特性を鮮度がやや低下した精肉の撮影に適した分
光特性（ストロボ発光条件１０３における条件５）に制御した状態でのストロボ撮影を行
う。
【００４３】
　そして、係るストロボ撮影により取得した撮影画像を静止画／動画画像メモリ３７、又
は外部メモリ４１に記録保存し（ステップＳ１６）、１回の撮影を完了する。
【００４４】
　したがって、被写体判別モードとして手動モードが選択されている場合、ユーザーは、
これから撮影しようとする被写体の種別、及びその被写体が該当する類型を撮影に先立ち
選択しておくだけで、年齢に関係なく肌の色がより自然で美しい人物の画像や、鮮度に関
係なく新鮮であるように見える（美味しく見える）画像、つまり見栄えの良い画像を簡単
に取得することができる。
【００４５】
　次に、被写体判別モードとして自動モードが選択されている（又は選択された）場合の
処理について説明する。自動モードにおいて制御回路３１は、スルー画像の表示開始後は
、シャッターキーの半押しの有無を逐次確認しており、シャッターキーが半押しされたこ
とを検出したら（ステップＳ８でＹＥＳ）、ＡＦ制御により被写体へのピント合わせを行
うと共に、ＡＥ制御により撮影時の絞り値やシャッタースピードを決定する（ステップＳ
９）。
【００４６】
　引き続き、前述した種別判定用データ１１０（図７参照）に基づき、ＡＦ制御でピント
合わせが行われた被写体部分における被写体種別を自動的に判定する（ステップＳ１０）
。係る処理においては、まず、撮像素子６３により直前に取り込んだ画像において、輝度
（諧調値）または色差信号に基づき被写体領域を判断する。次に、その被写体領域の画像
データを用いて３種類の類似度を取得する。すなわち、被写体領域から輪郭線を抽出し、
抽出した輪郭線の形状と、被写体種別に対応する各々の輪郭図形データ１１１との類似度
を取得する。また、被写体領域の色や柄やテクスチャ等の特徴を分析し、その分析結果と
被写体種別に対応する各々の特徴データ１１２との類似度を取得する。さらに、被写体領
域の構造的特徴を分析し、その分析結果と被写体種別に対応する各々のモデルデータとの
類似度を取得する。しかる後、上記３種類の類似度のうちで予め決められている基準値以
上の最も高い類似度が得られた種別判定用データ１１０を特定し、それが対応する被写体
種別を、ピント合わせが行われた部分の被写体の種別と判定する。
【００４７】
　引き続き、上記判定に使用した画像において、ＡＦ制御でピント合わせが行われた被写
体部分の画像データに含まれる色情報の成分比に基づいて被写体部分の分光反射率特性を
取得するとともに、先に判定した被写体種別の各々の類型のうちで、取得した分光反射率
特性に最も近い特性を示す分光反射率特性データ１２０が対応する類型を特定し、その類
型を、ピント合わせが行われた部分の被写体が該当する類型であると判定する（ステップ
Ｓ１１）。例えば、ピント合わせが行われた部分の被写体が「赤ちゃん」である場合、ス
テップＳ１０において被写体の種別が「人物」と判定され、ステップＳ１１においては、
被写体種別「人物」に対応する特性Ａ、特性Ｂ、特性Ｃのそれぞれの分光反射率特性が、
判定された被写体種別「人物」の類型を特定するための基準として使用される。そして、
画像データに基づき取得された被写体部分の分光反射率特性と、特性Ａ、特性Ｂ、特性Ｃ
にそれぞれ対応する分光反射率特性のそれぞれとが比較される。その結果、特性Ａに対応
する分光反射率特性が、画像データに基づき取得された分光反射率特性に最も近いのであ
れば、判定された被写体種別「人物」、つまりピント合わせが行われた部分の被写体の類
型は、特性Ａに対応する類型である「赤ちゃん」と特定される。
【００４８】
　次に、ステップＳ１０，Ｓ１１で判定した被写体種別及び類型に対応するストロボ発光
条件を前記ＲＯＭから読み出し、それを撮影時におけるストロボ発光条件として決定し（
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ステップＳ１２）、さらに、決定したストロボ発光条件に対応する、つまり判定した被写
体種別及び類型に対応する撮影条件設定データ１０２により示される他の撮影条件を、撮
影の他の撮影条件として決定する（ステップＳ１３）。
【００４９】
　その後、シャッターキーが全押しされたことを検出したら（ステップＳ１４でＹＥＳ）
（ステップＳ１４でＹＥＳ）、その時点で、ステップＳ１２で決定したストロボ発光条件
、及びステップＳ１３で決定した他の撮影条件に従ったストロボ撮影処理を実行する（ス
テップＳ１５）。すなわち、例えば撮影対象が「赤ちゃん」であったときには、被写体に
照射する撮影補助光の分光特性を自動的に赤ちゃんの撮影に適した分光特性（ストロボ発
光条件１０３における条件１）に制御した状態でのストロボ撮影を行い、また撮影対象が
鮮度がやや落ちた状態の「精肉」であったときには、被写体に照射する撮影補助光の分光
特性を自動的に鮮度がやや低下した精肉の撮影に適した分光特性（ストロボ発光条件１０
３における条件５）に制御した状態でのストロボ撮影を行う。
【００５０】
　そして、係るストロボ撮影により取得した撮影画像を静止画／動画画像メモリ３７、又
は外部メモリ４１に記録保存し、１回の撮影を完了する。
【００５１】
　なお、図９では省略したが、前述したステップＳ１０で被写体種別が判定できない場合
、すなわち既説した３種類の類似度のいずれもが予め決められている基準値に達していな
い場合、制御回路３１は被写体種別が判定不能と判断し、その旨を示すメッセージやマー
クを前記電子ファインダー２６や前記情報表示部６０に表示させるとともに、ストロボ発
光条件を含む全ての撮影条件をＡＥ制御にしたがって設定する通常のストロボ撮影に移行
する。
【００５２】
　したがって、被写体判別モードとして自動モードが選択されている場合、ユーザーは、
単にシャッターキーを押すだけで、年齢に関係なく肌の色がより自然で美しい人物の画像
や、鮮度に関係なく新鮮であるように見える（美味しく見える）画像、つまり見栄えの良
い画像を極めて簡単に取得することができる。
【００５３】
　以上のように本実施形態のデジタルカメラ１においては、予め用意されている所定のス
トロボ撮影モードによる撮影時には、ＬＥＤストロボ５，５による撮影補助光の分光特性
を、被写体種別のみならず、被写体が該当する類型に応じて制御することにより、被写体
の年齢や鮮度といった質とは関係なく、見栄えの良い画像を簡単に得ることができる。ま
た、被写体判別モードとして手動モードが設定されている場合には、ユーザーが被写体の
種別、及び類型を選択する必要はあるものの、撮影補助光の分光特性をより正確に制御す
ることができ、また、被写体判別モードとして自動モードが設定されている場合には、上
記制御の精度はやや低下するものの、撮影時には被写体の種別、及び類型を選択する必要
がなく、より高い利便性を確保することができる。
【００５４】
　ここで、本実施形態においては、被写体種別と被写体が該当する類型との双方を組とし
てユーザーに選択させたり、自動的に判定したりするようにしたが、以下のようにしても
よい。例えば被写体判別モードとして、被写体種別をユーザーに選択させ、被写体が該当
する類型のみを自動で判定するモードを別途設けるようにしてもよい。また、被写体判別
モードとして自動モードが設定されているとき、被写体種別が判定不能な場合については
、それユーザーに選択させた後、被写体が該当する類型のみを自動で判定するようにして
もよい。
【００５５】
　また、被写体判別モードとして自動モードが設定されている場合における、被写体が該
当する類型の判定を、被写体種別と被写体の分光反射率特性とに基づいて行うようにした
が、上記類型の具体的な判定手法については、これに限られるものではなく、他の情報に
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基づき被写体が該当する類型を判定するようにしてもよい。また、被写体種別の判定に関
しても同様であり、前述した以外の方法によって被写体種別を判定するようにしてもよい
。
【００５６】
　また、以上の説明においては、本発明を左右１組のＬＥＤストロボ５，５が内蔵された
デジタルカメラ１に適用したものについて説明したが、本発明は、例えばＬＥＤストロボ
５，５と同様に発光色が異なる複数のＬＥＤを備えた構成の他のストロボ装置が装着可能
なデジタルカメラ１にも適用することができる。ただし、そのストロボ装置が汎用性を有
するものである場合においては、そのストロボ装置により得られる撮影補助光の基本的な
分光特性に関する情報をカメラ側に記憶しておくか、又はストロボ装置から取得するもの
とし、それに応じて撮影時における撮影補助光の分光特性を制御する必要がある。
【００５７】
　また、本発明において分光特性を制御する撮影補助光は、瞬間的に発せられるストロボ
光である必要はなく、本発明の発光手段は、所謂ストロボ装置に限らず撮影タイミングの
前後の比較的長い時間内に継続して発光（点灯）されるものであっても構わない。また、
内蔵又は装着されるストロボ装置等については、それが発する撮影補助光の分光特性が制
御可能な構成であれば、例えばＬＥＤ以外の発光素子を有するものであっても構わない。
【００５８】
　また、本発明は、上述したストロボ装置が内蔵又は装着可能なデジタルカメラに限らず
、例えばデジタルビデオカメラ等の他のカメラ装置や、さらには任意のカメラ装置に装着
されるストロボ装置等にも適用することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本実施の形態に係るデジタルカメラの外観を示した図であって、（ａ）は平面図
、（ｂ）は正面図である。
【図２】同デジタルカメラの回路構成を示すブロック図である。
【図３】（ａ）は同デジタルカメラのＬＥＤストロボの構成、（ｂ）は同ＬＥＤストロボ
の全発光時における分光特性図である。
【図４】同ＬＥＤストロボの発光パターン及び、そのときのストロボ光の分光特性の一例
を示す図である。
【図５】制御回路のＲＯＭに記憶されている見本画像データ及び撮影条件設定データを示
す概念図である。
【図６】（ａ）は、一般的に精肉における鮮度に応じた分光反射率特性の例を示した図、
（ｂ）は、鮮度が低下した状態の精肉に対応するＬＥＤストロボの各ＬＥＤの相対発光強
度の組合せを示す図である。
【図７】制御回路のＲＯＭに記憶されている種別判定用データを示す概念図である。
【図８】同ＲＯＭに記憶されている分光反射率特性データを示す概念図である。
【図９】本実施形態における制御回路の処理手順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００６０】
　１　　デジタルカメラ
　３　　撮像レンズ
　５　　ＬＥＤストロボ
　５ａ～５ｈ　　ＬＥＤ
　７　　シャッターキー
　９　　撮影モードダイヤル
　２６　　電子ファインダー
　３１　　制御回路
　４９　　表示駆動ブロック
　５４　　Ａ／Ｄ回路
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　５５　　タイミング制御＆ドライバ
　５６　　色温度検出ブロック
　５９　　ストロボ制御ブロック
　６０　　情報表示部
　６３　　撮像素子
　６６　　ＣＤＳ／ＡＧＣ
　６８　　ストロボ駆動ブロック
　１０２　　撮影条件設定データ
　１０３　　ストロボ発光条件
　１１０　　種別判定用データ
　１２０　　分光反射率特性データ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】
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